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自己紹介

2

本間 隼人
Homma Hayato

学校法人日本女子大学
管理部 システム課

プロフィール

民間企業、国立大学を経験
日本女子大学入職後、学園DX推進に従事。
・勤怠管理システムの導入
・図書館システムのクラウド化
・学園基幹システムの更改
・DX人材育成施策の立案と運営
・学園専用生成AI対話プラットフォームの内製開発
・学園IR（Institutional Research）基盤の内製開発 etc..

日本女子大学DXの取組事例

https://mcm-www.jwu.ac.jp/~jwu-media-DX/dx.html


本日の内容
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１.勤怠管理システム導入前の課題

２.勤怠管理システム導入のスケジュール
２．１ 勤怠管理システムの選定
２．２ 勤怠管理システムの設定
2.3 勤怠管理システムの学内周知

3.勤怠管理システム導入による課題解決

4.勤怠管理システム導入の副次的効果
4.1 副次的効果①：勤怠管理に関わる工数削減
4.2 副次的効果②：時間を意識した働き方
4.3 副次的効果②：働き方を検討の基礎データ

5.今後の展望：学園の生産性向上

1.人材
1.1 DX人材育成の背景
1.2 DXコア人材のスキル整理
1.3 DXコア人材の育成方針
1.4 DXコア人材の育成実行

2.データ
2.1 データ統合の方針
2.2 データ統合の課題
2.3 データ統合分析基盤（JWU-IR）の概要
2.4 データ統合分析基盤（JWU-IR）のデモ 

3.AI 
3.1 AIの動向
3.2 生成AIと学内情報の連携（RAG）
3.2 生成AIと学内データの連携
3.3 データ分析業務におけるAIエージェント

DX創生プラットフォーム 勤怠管理システム導入プロジェクト
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DX創生プラットフォーム
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



1.人材
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1.1 DX人材育成の背景

• 本来あるべきDX推進には、人材へのアプローチが必要不可欠という課題に直面した

• DX創生プラットフォームの要素として人材育成の取組方針を定めた

DX効果 DX速度 DX規模
最もニーズを把握している

現場が率先した改革こそ

有効なDX推進

システム課のみでは
年間の対応件数に限界

現場の協力が必要

大規模な変革には、

現場間の連携が必須

人材へのアプローチ
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DXコア人材＝現場でDX推進の核となる人材を育成



1.2 DXコア人材のスキル整理

• 経済産業省/情報処理推進機構（IPA）のデジタルスキル標準を活用し、
本学の大学職員のDXコア人材として、DX推進には「①業務スキル」「②デジタルスキル」「③ビジネススキ
ル」「④チームプレイスキル」をバランスよく高めていくことが必要と再定義
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スキル 概要

①業務スキル
本学の業務運営に必要なスキル
（課題発見に関連するスキル）

②デジタルスキル
ITに関する興味関心や知識
（解決策立案に関連するスキル）

③ビジネススキル
論理的思考、
プレゼンテーション（説明能力/説得力）能力
（解決策実行に関連するスキル）

④チームプレイスキル
利害関係の異なる組織間の折衝や
成果創出に至る計画・分担等のマネジメント力
（成果創出に関連するスキル）

DX推進

業務
スキル

デジタル
スキル

ビジネス
スキル

チームプレイ
スキル

課題発見

解決策立案解決策実行

成果創出



1.3 DXコア人材の育成方針

• 下記、STEPで人材育成を進める。
-STEP１：デジタルスキルのレベル把握を実施し、DXコア人材を推薦
-STEP２：DXコア人材はビジネススキルの研修（問題解決研修）を受講
-STEP３：実業務の問題に対し問題解決を実践し、1年間の取り組みで成果を創出
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STEP①：レベル把握 STEP②：階層別研修 STEP③：実践研修

2023年度10月 202４年度6月 202４年度5月～

業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ） 業務スキル（ＯＪＴ）

デジタルスキル デジタルスキル デジタルスキル

ビジネススキル ビジネススキル ビジネススキル

チームプレイスキル チームプレイスキル チームプレイスキル

DXコア人材

DXコア人材

問題解決研修
（ビジネススキル）

学内IT研修
（デジタルスキル）

DXコア人材 P

D

C

A



1.4 DXコア人材の育成実行

• 日々の業務や組織の目標達成のため、課題解決に日々取り組みを実施

• 外部研修受講や定期的な報告会によって改革のスキルを醸成する

• さらに、継続的にDXコア人材を入れ替え、育成のバトンを継承する仕組み化
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DXコア人材

チーム別で研修 定期的な報告会

管理職全員対面で参加チーム毎サポーターが1名



2.データ
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



2.1 データ統合の方針

・本学は、附属校園を含む全データを統合し、一元的に管理・分析する仕組みを構築

・「エンロールマネジメント」を超えた「フル エンロールマネジメントマネジメント」を実現し
教育の質向上や組織全体の意思決定に役立てることを目指す

12

入学 卒業

✓ 入試種別
✓ 入試得点

✓ GPA
✓ 履修科目

✓ 就職先
✓ 職種

志願者 在学生 卒業生

フル・エンロールメントマネジメント

エンロールメントマネジメント

✓ 出身高校
✓ 高校成績 etc..

✓ 出席
✓ 学部学科 etc..

✓ 業界
✓ 業種 etc..



2.2 データ統合の課題

• 目指すデータ基盤の実現のために次の３つの課題を整理した。
課題①：統合データ分析基盤へのデータ連携による円滑なデータ共有
課題②：生涯IDによる学生識別の一貫性確保
課題③：自立分散的なデータ駆動組織の強化
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SCHOOL AID

基幹システム 大学システム 中学・高校システム小学校システム

依頼 提供

データ分析

出力

基幹システム 大学システム 中学・高校システム小学校システム

Microsoft Fabric

データ集約

幼稚園 小学校 中学校 高校 大学

氏名 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子 日本花子

学籍番号 123 456 789 101 112

生涯ID 001 001 001 001 001

データ活用

統合データ分析基盤

目
標

データ分析
施策立案

評価

企画系部門

全組織

１

２

３

SCHOOL AID



2.3 データ統合分析基盤（JWU-IR）の概要

• 学園データ統合基盤（JWU-IR）は、Microsoft Fabric(SaaS型データ統合分析基盤)で内製開発
特徴①： Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携し、生涯IDを付与
特徴②：セキュリティ及び権限管理をMicrosoft Fabricで3層構造のシステムで実現、安全かつ円滑にデータ共有
特徴③：データ分析のベストプラクティスに準拠により、分析者が目的に沿ったレポート作成可能
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Silver GoldBronze

レイクハウス

ノートブック

データフロー Gen2
クエリ
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

Pyspark
生涯ID_結合
生徒ID_変換
・・・

同期

前処理（PySpark）

レイクハウス
テーブル
大学_GPA
学園_学籍基本
・・・

ショートカット

データフロー Gen2

レイクハウス

セマンティックモデル

レポート

取込

変換

前処理（DAX関数）

Microsoft Fabric

データエンジニアリング/データサイエンス データアナリティクス

システム課 各組織

中継サーバー

オンプレミスデータゲートウェイ

接続
前処理（クエリ）

SQL
データベースサーバ
（データフローGen2）

クエリ

中学・高校校務システム
SCHOOL AID

前処理（PowerQuery/M関数）・同期

Copilot（Microsoft 生成AI）

SCHOOL AID

第1層 マスター層 第２層 組織マスター層 第３層 分析層



第3層 分析層

2.4 データ統合分析基盤（JWU-IR）のデモ 

• 高校の入学時の入試形態と大学でのGPAの傾向分析を一例として取り上げる。

• 「高校システム」から「高校入試形態テーブル」を「大学システム」から「大学GPA」を取得し、
「生涯ID」で各テーブル間を紐づけを実施し、分析が可能となる。
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生涯ID 学籍番号（大学） GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 3.0

33333333 22０0100３ 3.2

・・・ ・・・ ・・・

生涯ID 学籍番号（高校） 高校入試形態

1１１１１１１１ ３１７0０001 一般

２２２２２２２２ ３１７0０002 内部

33333333 ３１７0０00３ 推薦

・・・ ・・・ ・・・

大学システム 大学GPAテーブル

高校システム 高校入試形態テーブル

生涯ID
学籍番号
（大学）

学籍番号
（高校）

高校入試形態 GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ３１７0０001 一般 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 ３１７0０002 内部 3.0

33333333 22０0100３ ３１７0０00３ 推薦 3.2

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

大学GPA＋高校入試形態テーブル

Silver Gold

第２層 組織マスター層



2.4 データ統合分析基盤（JWU-IR）のデモ 
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3.AI
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• 日本女子大学では、更なるDX推進のため、DX創生プラットフォームを構想し、具現化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI



フェーズ１
生成AI

フェーズ２
生成AI ＋ 学内情報
（RAG：検索拡張生成）

フェーズ３
生成AI ＋ データ

生成AI ＋処理代行（AIエージェント）

賢い人 社内の賢い人 社内の賢くて、仕事のできる人

3.1 AIの動向

• 生成AIを取り巻く環境は進展しており、現在は、生成ＡＩと学内情報の連携から進み、
データ連携、処理の代行（ＡＩエージェント）が実業務に適用が検討されている状況

• 本学では、学内情報のみではなく、統合データ基盤が生成AIと連携しており、
データ分析業務においては、ＡＩエージェント機能も利用
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生成AIとは？

生成AI（生成系人工
知能）とは、人間のよ
うにテキスト・画像・音
声・映像・プログラム
などのコンテンツを自
動で生成するAI（人
工知能）のことです。
従来のAIが・・・。

学内情報
健康診断は何月
ですか？

日本女子大学の健康
診断は、毎年4月に
実施されています。学
生定期健康診断は、
学校保健安全法に基
づき、・・・・・・

検索

学内データ

打ち合わせ
予定確保をお願い

空きスケジュールを確
認し、確保しました。

→洞察
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3.2 生成AIと学内情報の連携（RAG）

• 日本女子大学専用の生成AI対話プラットフォーム（JWU-GPT)を2023年度より全教職員に提供

• すでに全教職員に提供されていたTeamsをUIに、OpenAI社のChatGPTのAPI経由で問合せ

• 生成AIの技術動向に応じて、学内情報検索・Web検索機能を追加
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Copilot Studio

Teams

JWU-GPT Power Automate
（Robotic Process Automation）

質問

応答

日本女子大学の特徴は？

日本女子大学の特徴
は、、、、

ADDC

(Azure AD Connect)

学内フォルダ

アクセス制御

Responseｓ API

Web search

Vector Store

The Internet 

Responseｓ API

Power BIShare Point

通常応答

学内情報検索

Web検索

ログ・評価保存

Microsoft Entra Active Directory

日次同期検索拡張生成

（RAG）



3.2 生成AIと学内情報の連携（RAG）
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3.2 生成AIと学内データの連携
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3.3 データ分析業務におけるAIエージェント
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DX創生プラットフォーム
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DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI

電子出席アプリ
（e-出席カード） 通信教育課程

ポータル更改

学園IR強化
図書館システム
クラウド化

勤怠管理システム
電子稟議システム

Web出願
入試管理システム

通信教育課程
Web出願システム

機器セルフレンタルシステム

学生ポートフォリオ

仮想デスクトップ環境検証

キャリア支援
クラウドサービス



DX創生プラットフォーム
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DX創生プラットフォーム

人材
データ

AI

電子出席アプリ
（e-出席カード） 通信教育課程

ポータル更改

学園IR強化
図書館システム
クラウド化

勤怠管理システム
電子稟議システム

Web出願
入試管理システム

通信教育課程
Web出願システム

機器セルフレンタルシステム

学生ポートフォリオ

仮想デスクトップ環境検証

キャリア支援
クラウドサービス



本日の内容
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１.勤怠管理システム導入前の課題

２.勤怠管理システム導入のスケジュール
２．１ 勤怠管理システムの選定
２．２ 勤怠管理システムの設定
2.3 勤怠管理システムの学内周知

3.勤怠管理システム導入による課題解決

4.勤怠管理システム導入の副次的効果
4.1 副次的効果①：勤怠管理に関わる工数削減
4.2 副次的効果②：時間を意識した働き方
4.3 副次的効果②：働き方を検討の基礎データ

5.今後の展望：学園の生産性向上

1.人材
1.1 DX人材育成の背景
1.2 DXコア人材のスキル整理
1.3 DXコア人材の育成方針
1.4 DXコア人材の育成実行

2.データ
2.1 データ統合の方針
2.2 データ統合の課題
2.3 データ統合分析基盤（JWU-IR）の概要
2.4 データ統合分析基盤（JWU-IR）のデモ 

3.AI 
3.1 AIの動向
3.2 生成AIと学内情報の連携（RAG）
3.2 生成AIと学内データの連携
3.3 データ分析業務におけるAIエージェント

DX創生プラットフォーム 勤怠管理システム導入プロジェクト



皆さんへのご質問
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勤怠管理は何でしてますか？

もちろん、システム！！

Excelも使います。

ごめんなさい、紙です。



皆さんへのご質問
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勤怠管理は何でしてますか？

もちろん、システム！！

Excelも使います。

ごめんなさい、紙です。



１．勤怠管理システム導入前の課題

• 従来の勤怠管理では、Excel・紙・PCログ突合を利用して管理したため、次の3つの課題を設定
・課題①：勤怠管理に関わる紙様式の撤廃
・課題②：出勤・退勤打刻のシステムによる自動化（負担少/不正打刻防止）
・課題③：冗長かつ複雑な申請の効率化・適正化
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打刻

時間
外申請

休暇
申請

月次
申請

教職員 上長

押印

※PCログイン/オフ時間の情報は別保存

記入（申請/依頼）

記入（承認）

印刷/押印

記入（報告）

記入（承認）

申請（口頭）

承認（口頭）

押印

記入

押印

勤務管理簿 時間外事前申請 時間外勤務管理表

課題③

課題①
課題②



２.勤怠管理システム導入のスケジュール

• ２０２２年度より勤怠システムの導入の検討を開始

• 上期にシステム選定とトライアル検証を実施し、方針を確定させた

• 下期は、2023年度からの本運用に向け、設定、テスト運用、学内周知を実施
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202２年度 2023年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 4月 5月 6月

システム選定

・キングオブタイム
・ジョブカン 勤怠管理
・タッチオンタイム
・マネーフォワード勤怠管理
・チームスピリット
・freee勤怠管理Plus
・Time Pro-VG

テ
ス
ト
運
用

2023年度
予算申請

本運用

▲
運用安定化MTG

▲▲

設定

▲ ▲・・・ ▲ ▲・・・

設定MTG
（週１）

学内
周知

▲

トライアル検証

懸念事項
システム確認

▲
支援
依頼

方
針
確
定



２.勤怠管理システム導入のスケジュール

• ２０２２年度より勤怠システムの導入の検討を開始

• 上期にシステム選定とトライアル検証を実施し、方針を確定させた

• 下期は、2023年度からの本運用に向け、設定、テスト運用、学内周知を実施
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202２年度 2023年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 4月 5月 6月

システム選定

・キングオブタイム
・ジョブカン 勤怠管理
・タッチオンタイム
・マネーフォワード勤怠管理
・チームスピリット
・freee勤怠管理Plus
・Time Pro-VG

テ
ス
ト
運
用

2023年度
予算申請

本運用

▲
運用安定化MTG

▲▲

設定

▲ ▲・・・ ▲ ▲・・・

設定MTG
（週１）

学内
周知

▲

トライアル検証

懸念事項
システム確認

▲
支援
依頼

方
針
確
定



2.1勤怠管理システムの選定

• 本学の従来の勤怠管理をシステム化するのではなく、
標準化された勤怠管理システムの仕様に本学の勤怠管理を整理する方針としたため、
開発ではなく、SaaSで比較を実施した。

• 本学では、コスト、打刻方法の選択肢、拡張性の観点から株式会社ヒューマンテクノロジーズの
「キングオブタイム」を候補として選定し、学内でトライアル環境で検証を開始した。
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キングオブタイム ジョブカン タッチオンタイム マネーフォワード勤怠管理 チームスピリット freee勤怠管理Plus Time Pro-VG

業者
株式会社ヒューマン
テクノロジーズ

株式会社
DONUTS

株式会社デジジャパン
(寺岡精工グループ)

株式会社
マネーフォワード

株式会社
チームスピリット

株式会社
freee

アマノ
株式会社

価格（税込）

初期費用
（基本料金）

0円 0円 0円 約65,000円/年 約150,000円～/年 約50,000円～

500名プラン：800～1000
万円

1000名プラン：
1000~1200万円

月額 330円/ユーザー 440円/ユーザー 330円/ユーザー 330円/ユーザー 660円/ユーザー 550円~/ユーザー
500名プラン：年間40万円

1000名プラン：年間60万円

打刻

〇
windowsログインログオフ

Web打刻
モバイル

モバイルアプリ
各種リーダー

〇
Web打刻
モバイル

モバイルアプリ
各種リーダー

（ICカード、静脈、顔）

〇
windowsログインログオフ

Web打刻
モバイル

モバイルアプリ
各種リーダー

△
Web打刻

スマートフォン打刻
リーダー（ICカード）

△
Web打刻

※カスタマイズにてwindows
ログインログオフが可能

△
Web打刻
各種リーダー

（ICカード、指紋、静脈）

△
Web打刻

※カスタマイズにてwindows
ログインログオフが可能

データ分析機能

〇
無料で利用可能

（キングオブタイム データ分
析）

× × 〇
〇

データの分析に強み
（ダッシュボード機能）

×
△

一覧での表示が可能

※下表は、検討当時の比較になりますので、最新情報は各社に問い合わせください。



2.2勤怠管理システムの設定

• 株式会社ヒューマンテクノロジーズと人事課・システム課が週１でミーティングを実施し、
本学の運用に即したシステムの設定を約2か月間で完了

• 本運用に先立ち、人事課・システム課の全職員で1か月間テスト運用を実施し、
給与計算まで問題がないことを確認
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人事課 システム課

設定項目 その一

組織

所属設定

タイムレコーダー設定

所属グループ設定

管理者

管理者設定

申請承認フロー設定

メールテンプレート設定

従業員

雇用区分設定

基本情報

働き方

休憩関連

深夜労働

日の時間外集計

週の時間外集計

月の時間外集計

スケジュール

従業員登録

基本情報

雇用情報

タイムレコーダー情報

従業員グループ設定

設定項目 その二

スケジュール

パターン設定

自動スケジュール設定

休暇区分設定

画面表示

カスタムデータ項目設定

表示項目設定

アラート設定

その他

オプション

祝日設定

通知設定

補助項目設定

働き方改革関連設定

株式会社
ヒューマンテクノロジーズ

設定
週１MTG
約2か月間

テスト運用

準備完了！



2.3勤怠管理システムの学内周知

• 勤怠管理システムの円滑な導入・運用に向けて、以下の取り組みを実施した。
取組①：定期的な学内会議での進捗及びスケジュールの共有
取組②：勤怠管理システムの説明会の開催
取組③：操作マニュアルの配備
取組④：勤怠管理システムの問合せ窓口メール一本化（人事課+システム課）
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取組①学内会議への定期的な付議 取組②勤怠管理システム説明会の開催

取組③操作マニュアルの配備 取組④問合せメール一本化

TO：kintaiQA@XX.YY.ZZ

人事課

システム課×

同報 連携



3.勤怠管理システム導入による課題解決

• 勤怠管理システムを導入したことで、次の3つの課題を解決
・課題①：勤怠管理に関わる紙様式の撤廃
・課題②：出勤・退勤打刻のシステムによる自動化（負担少/不正打刻防止）
・課題③：冗長かつ複雑な申請の効率化・適正化
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打
刻

時
間
外
申
請

休
暇
申
請

月
次

申
請

教職員 勤務管理簿 時間外事前申請 時間外勤務管理表 上長

押印

※PCログイン/オフ時間の情報は別保存

記入（申請/依頼）
記入（承認）

印刷/押印

記入（報告）

記入（承認）

申請（口頭）

承認（口頭）
押印

記入

押印

教職員 上長勤怠管理システム

課題①

打刻（出勤）※1

打刻（退勤）※1

※1:PCログイン/オフ自動打刻 課題②

申請
承認

実績投入※２

※２:打刻（退勤）

承認

申請

上長締め

本人締め

課
題
③

効
率
化
・適
正
化



4.勤怠管理システム導入の副次的効果

• 勤怠管理システムの導入により、
当初設定した課題の解決とは別の副次的な効果を得ることができた。
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副次的効果①： 勤怠管理に関わる工数削減

副次的効果②：時間を意識した働き方

副次的効果③：働き方検討の基礎データ



1950

498

312

156

246

96

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

現状 システム導入後

勤
怠
管
理
の
作
業
時
間
［
時
間

/年
］

課員 管理職 人事課

4.1副次的効果①：勤怠管理に関わる工数削減

• 勤怠管理のシステム化により、年間約1,700/時間の削減（約１人・年）を見込むことができ、システム利用
料（年間約50万円）については十分な採算が取れる想定をしている。

２,50８時間/年

750時間/年

約1,700時間/年

削減

システム
導入前

[時間/年]

システム
導入後

[時間/年]

＜内訳＞

システム
導入前

[分/月・人]

システム
導入後

[分/月・人]

課員
（150
名）

打刻（押印） 300 0 10 0

時間外申請・
報告

1200 300 40 10

休暇申請 150 150 5 5

月次処理 300 48 10 10

管理職
（26課）

時間外承認 156 52 30 10

月次処理 156 104 30 20

人事課 246 96 0 0

合計 2508 750 125 55

削減（B）ー（A） ー -1758- -

38



4.2副次的効果②：時間を意識した働き方

• 出勤・退勤の打刻はPCのログイン／ログオフと連動

• 手間とミスを減らし、かつ時間を意識した働き方を自然に実現
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PC ON

PC OFF

出勤 退勤

・修正が必要な場合は、上長への申請が必要
・乖離が多い場合は、アラートが発動



4.3副次的効果③：働き方検討の基礎データ

• 勤怠データをシステムで一元管理したことで、学園全体の働き方を客観的に分析
時間外労働の適正管理、有給取得の把握・促進に利用

• 今後の「あるべき働き方」を検討するための基礎データとして、活用している

40



5.今後の展望：学園の生産性向上

• 本学では、タレントマネジメントシステム（HRBrain）を導入済

• 勤怠データと連携させることで、教職員のパフォーマンスを分析することが可能となる

• 学園全体の生産性向上を目指した施策の立案に活用していきたい考え
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タレントマネジメントシステム

パフォーマンス分析の領域へ・・・

勤怠管理システム



まとめ
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日本女子大学の更なるDX推進の施策創出のための仕掛けを強化
（１）人材 ：DXの起点となる改革人材の育成
（２）データ ：施策の根拠と効果を定量的に可視化・検証する共通基盤
（３）AI ：施策立案と実装を加速させるパートナー

勤怠管理システムにより、当初の課題を解決
（１）勤怠管理に関わる紙様式の撤廃
（２）出勤・退勤打刻のシステムによる自動化（負担少/不正打刻防止）
（３）冗長かつ複雑な申請の効率化・適正化

働き方改革につながる副次的効果を得た
・副次的効果（１） ：勤怠管理に関わる工数削減
・副次的効果（２） ：時間を意識した働き方
・副次的効果（３） ：働き方を検討の基礎データ

DX創生プラットフォーム

勤怠管理システム導入プロジェクト



さいごに・・・
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日本女子大学DXの取組事例

https://mcm-www.jwu.ac.jp/~jwu-media-DX/dx.html


ご清聴ありがとうございました。
日本女子大学はこれからも堅実にDX推進していきます。
本内容が皆様の少しでもご参考になれば幸いです。
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